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NY マーケットレポート（2015 年 9 月 11 日) 
NY市場では、序盤に発表された米生産者物価指数が市場の予想程悪化しなかったことから、ドルが上昇する動きとなった。しかし、FOMC

を来週に控えていることなどもあり、やや上値は限定的となった。その後は、軟調な展開で始まった株価が堅調な動きとなったことから、クロ

ス円は堅調な動きとなった。ただ、ミシガン大学消費者信頼感指数が 2014 年  9 月以来の低水準となったことなどから、ドルは主要通貨に

対して軟調な動きとなった。ただ、週末であることや、来週の FOMC を控えて積極的な売買が手控えられたことから、午後には小動きの展

開が続いた。 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 120.43  ユーロ/円 135.72  ユーロ/ドル 1.1254 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 6135.57 -20.24 
ダウ 

先物ミニ 
16169 -36 

 

 

仏 CAC40 4566.63 -29.90 
S&P 

500 ミニ 
1934.50 -5.25 

 

 

独 DAX 10136.70 -73.74 
NASDAQ 

100 ミニ 
4267.75 -17.25 

 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米生産者物価指数（前月比） 0.0％（予想 -0.1%・前回 0.2%） 

 

8 月米生産者物価指数[コア] 0.3％（予想 0.1%・前回 0.3%） 

 

8 月米生産者物価指数（前年比） -0.8％（予想 -0.9%・前回 -0.8%） 

 

8 月米生産者物価指数[コア] 0.9％（予想 0.7%・前回 0.6%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

指標結果データ 

≪生産者物価指数≫ 

             8 月・・7 月・・6 月・・5 月・・4 月・・3 月 

最終需要・・・・・・・・ 0.0・・ 0.2・・0.4・・0.5・・-0.4・・ 0.2 

除く食品・エネルギー・・-0.2・・ 0.0・・0.4・・0.2・・-0.1・・ 0.2 

消費財・・・・・・・・・-0.6・・-0.1・・0.7・・1.3・・-0.7・・ 0.3 

食料品・・・・・・・・・ 0.3・・-0.1・・0.6・・0.8・・-0.9・・-0.8 

エネルギー全体・・・・・-3.3・・ 0.6・・2.4・・5.9・・-2.9・・ 1.5 

サービス・・・・・・・・ 0.4・・ 0.4・・0.3・・0.0・・-0.1・・-0.2 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月メキシコ鉱工業生産(季調前/前月比) 0.2％（予想 -0.1%・前回 0.2%） 

 

7 月メキシコ鉱工業生産(季調前/前年比) 0.7％（予想 0.5%・前回 1.4%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16284.97 -45.43 

ナスダック 4778.93 -17.33 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月ミシガン大学消費者信頼感指数 85.7（予想 91.1・前回 91.9） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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経済指標データ 

≪ミシガン大学消費者信頼感指数≫        

           9 月速報・・8 月・・・7 月・・・6 月・・・5 月・・・4 月 

消費者信頼感・・・・・・ 85.7・・ 91.9・・ 93.1・・ 96.1・・ 90.7・・ 95.9 

景気現況指数・・・・・・100.3・・105.1・・107.2・・108.9・・100.8・・107.0 

消費者期待指数・・・・・ 76.4・・ 83.4・・ 84.1・・ 87.8・・ 84.2・・ 88.8 

1 年インフレ・・・・・・・2.9・・・2.8・・・2.8・・・2.7・・・2.8・・・2.6 

5 年インフレ・・・・・・・2.8・・・2.7・・・2.8・・・2.6・・・2.8・・・2.6 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、米国の消費者の景況感に関する経済指標が市場予想を下回ったことが嫌気され、主要株価は売

りが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比で 85 ドル安まで下げたものの、その

後はやや下げ幅を縮小する動きとなっている。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）8 月の米生産者物価指数は、前月比横ばいとなった。前年同月比では-0.8％と 7 ヵ月連続で下落した。卸売物

価は 5 月以降前月比でプラスが続いていたが、ガソリンを中心としたエネルギー価格の下落を背景に、物価全体を

下押ししており、再び鈍化傾向となっている。 

 

 ①変動の激しい食品とエネルギーを除いたベースの総合指数は前月比+0.3％、前年同月比では+0.9％。食品とエ

ネルギー、貿易サービスを除いたベースでは前月比+0.1％、前年同月比では+0.7％。  

 

 ②品目別では前月比 で、エネルギーが-3.3％、食品は+0.3％、サービスは+0.4％、サービスのうち貿易は+0.9％、

輸送・倉庫は-0.7％。  

 

 

（2）9 月ミシガン大学消費者信頼感指数の速報値は、85.7 と 2014 年 9 月以来の低水準となった。また、先行き期

待指数は 76.4（予想 82.8、前月 83.4）で 2014 年 9 月以来の低水準、現況指数は 100.3（予想 103.6、前月 105.1）

と 2014 年 10 月以来の低水準となるなど、軒並み低下となった。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6117.76 -38.05 

仏 CAC40 4548.72 -47.81 

独 DAX 10123.56 -86.88 

ストック欧州 600指数 355.72 -3.62 

ユーロファースト 300指数 1401.07 -14.02 

スペイン IBEX35指数 9737.00 -121.10 

イタリア FTSE MIB 指数 21762.63 -138.82 

南ア アフリカ全株指数 48930.64 -597.49 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、来週に米 FOMC を控えて、米国の利上げ時期を見極めたいとの様子見ムードが強く、積極的な買い

は手控えられたこともあり、主要株価は続落となった。  
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16352.72（+22.32）、S&P500 1947.46（-4.83） ナスダック 4789.03（-7.22） 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、9 月の米ミシガン大消費者信頼感指数が市場の予想以上に悪化したことで米景気の

先行き不透明感が広がり、安全資産とされる米国債を逃避的に買う動きが先行した。米 FRB が来週の FOMC で利上げ

に踏み切るとの観測が後退したことも押し上げ材料となった。   

 

午前の利回りは、30 年債が 2.93％（前日 2.99％）、10 年債が 2.18％（2.23％）、7 年債が 1.88％（1.93％）、5

年債が 1.50％（1.55％）、3 年債が 1.03％（1.06％）、2 年債が 0.71％（0.74％）。 

 

 

3：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

8 月米財政収支 -644 億 USD（予想 -775 億 USD・前回 -1492 億 USD） 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

3：30 

NY 金は、中心限月が前日比 6.00 ドル安の 1 オンス＝1103.30 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：05 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.29 ドル安の 1 バレル＝44.63 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1103.30 -6.00 

NY 原油 44.63 -1.29 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、来週の米 FOMC を前に様子見ムードが強まり、積極的な買いが手控えられた。引けにかけドルが主要通貨

に対し下落したことから、ドルの代替資産とされる金を買う動きも出て下げ幅が縮小した。   
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、米金融大手が来年の原油価格の予測を引き下げたとの報道を受けて売りが先行した。その後は、米国

内の石油掘削装置の稼働数が 2 週連続で減少したことが好感されて、買い戻しが入る場面もあった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16433.09 +102.69 16434.76 16244.65 

S&P500種 1961.05 +8.76 1961.05 1939.19 

ナスダック 4822.34 +26.09 4822.34 4763.15 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米国の消費者の景況感に関する経済指標が市場予想を下回ったのが嫌気され、主要株価は売りが優

勢となった。その後はプラス圏まで値を戻す動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前

日比で 85 ドル安まで下げたものの、その後はプラス圏まで上昇し、100 ドル高を突破して引けた。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 120.57  120.84  120.48  

EUR/JPY 136.68  136.92  135.95  

GBP/JPY 186.09  186.47  185.71  

AUD/JPY 85.45  85.58  85.05  

NZD/JPY 76.18  76.31  75.82  

EUR/USD 1.1338  1.1350  1.1262  

AUD/USD 0.7087  0.7093  0.7056  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、FOMC など重要イベントを来週に控えて様子見ムードが強く、ドル/円はやや方向感に乏しい動きと

なった。ただ、下落して始まった株価がプラス圏まで上昇したことや、午後にはドルが主要通貨に対して軟調な動

きとなったことから、クロス円は比較的底固い動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ピックアップ・テクニカル分析 ≫ 

 

①のチャートは、上海総合指数であり、6 月からの大幅な下落の小休止の持ち合いパターン（ペナント型）を 5 波動

目で下抜けて一段の下げとなっている。現状では再び小さめの小休止の持ち合いパターンを形成中である。持ち合

いの下限ラインを下抜ける場合には一段の下げも考えられる。最初の小休止パターンで計算すると、下値の目標は

2379.80 と計算できる。 

 

②の日経平均株価も同様に、大きな下げの後の持ち合い（フラッグ型）を形成している。下値のライン及び、持ち

合い下限ラインを下抜ける場合には一段の下げとなる可能性も考えられる。このパターン完成した場合の下値目標

は 15960 と計算できる。 
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(出所：ブルームバーグより SBILM作成) 

 

 
(出所：ブルームバーグより SBILM作成) 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこと、独自に

加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容については万全を期しておりま

すが、その内容を保証するものではありません。また、これらの情報によって生じたいかなる損害についても、当社および本情報提供者は一

切の責任を負いません。本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたもの

ではありません。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。 


